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　これからの季節は空気が乾燥し、昨年は市内で8件
の建物火災が発生しました。火災は財産を一瞬のうち
に灰にしてしまうだけではなく、かけがえのない命まで
も奪ってしまいます。出火を未然に防ぎ、自らの命を守
るためにも、以下を身に付けるとともに有効な対策をし
ましょう。

①ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使用
②住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安
に交換
③部屋を整理整頓し、寝具や衣類、カーテンは防炎品
を使用
④消火器などを設置し使い方を確認
⑤避難経路の確保と避難方法の確認
⑥防火防災訓練の参加などで、地域ぐるみの防火対策
を行う

  6つの対策

①寝たばこを絶対にしない、させない
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
③こんろを使うときは火のそばを離れない
④コンセントはほこりを清掃し、不要なプラグは抜く

  4つの習慣

11月9日(水)から15日(火)までの7日間

秋季全国火災予防運動

高校生によるアイデアあふれる発表

クールチョイスアイデアコンテスト

　利根沼田の高校生を対象に、温
室効果ガス排出量削減に向けた
「クールチョイス＝賢い選択」の取り
組みのアイデアを競うコンテストを開
催します。予選を勝ち抜いた３チーム
が発表し、優勝を決定します。
とき　11月12日（土）午後1時～3時
ところ　テラス沼田１階多目的スペース
審査員　ぬまた環境ネット
特別ゲスト　富澤優

ゆ う か

夏さん（ヌマタ・アート・アンバ
サダー、篠

しのぶえ

笛能管奏者）による演奏会を同時開催
定員　70人（当日先着）
費用　無料
その他　脱炭素社会に向けて、国は2050年に国内
の温室効果ガス排出量を実質ゼロにする目標を掲げ
ており、市は今年2月に「ゼロカーボンシティ」を宣言
しています
問合せ　環境課環境保全係☎内線3072

1012137忘れずに受診しましょう

健(検 )診のご案内

　特定健診や各種がん検診の実施期間がわずかと
なりました。対象の人は、受診忘れがないようご注意
ください。健（検）診は定期的に受診しましょう。健
康診査は、受診後の結果を生活習慣の見直しなどに
役立てていただき、結果により、特定保健指導をご
案内します。がん検診は症状のない健康な人が対象
で、症状のある人やすでに経過観察中の人は、医師
の診察を受けましょう。
受診期限　12月（胃バリウム検査は11月、胃カメラ
検査は来年2月）
その他　受診シールは5月頃に青い封筒でお送りして
います。お手元にない人はお問い合わせください
問合せ　健康課予防係☎内線3163

1001891

集団健（検）診日程 個別健（検）診実施医療機関

令和4年度防火ポスターコンクール　優秀作品

白沢中2年
金子希来莉さん

池田中1年
小林優太さん

沼田北小3年
諸田樹さん

升形小4年
福原遥斗さん

～令和4年度防火標語～

「お出かけは マスク戸締り 火の用心」

問合せ　地域安全課防災安全係☎内線4021

区分 収入 支出
水
道

収益的収支 3 億 8,117 万円 3 億7,924 万円
資本的収支 0 万円 6,297 万円

簡
易
水
道

収益的収支 5 億0,964 万円 5 億0,050 万円
資本的収支 5,250 万円 9,557 万円

下
水
道

収益的収支 13 億 5,729 万円 12 億9,573 万円
資本的収支 4 億 5,410 万円 9 億1,638 万円

区分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来
負担比率

本市の指標 赤字額なし 6.6 62.8
早期健全化基準 12.81 17.81 25.0 350.0

区分 水道事業
会計

簡易水道事業
会計

下水道事業
会計

電気事業
特別会計

本市の指標 資金不足額なし
経営健全化基準 20.0

用語解説
○実質赤字比率　福祉、教育、まちづくりな
ど市町村の行政事務本体における赤字の程度
を示す指標
○連結実質赤字比率　全ての会計の赤字と黒
字を合算し、赤字額が黒字額を上回る場合に
その程度を示す指標
○実質公債費比率　公債費およびこれに準ず
る経費の大きさを示す指標
○将来負担比率　翌年度以降において負担す
ることが確定している債務および負担が見込ま
れる債務の大きさを示す指標

　令和 3 年度の一般会計の歳入は 271 億 6,868 万円、歳出は 259 億 2,604 万円
で、各会計別決算は表のとおりです。金額は万円単位に端数処理しています。
問合せ　財政課財政係☎内線 4041

　令和３年度

 決 算 状 況

各会計の決算額
▶一般会計及び特別会計　 ▶公営企業会計（独立採算の会計）　

▶健全化判断比率(単位：％)

▶資金不足比率(単位：％)

国庫支出金
50 億
1,462 万円
18.5 ％

市税
62 億
5,134万円
23.0 ％

地方交付税
69 億
3,987 万円
25.5％

市債市債
21億 1,426 万円21億 1,426 万円
7.8 ％7.8 ％

県支出金
16 億4,255 万円
6.1 ％
諸収入
20億 2,202万円
7.4 ％

繰入金
2 億 8,339万円
1.0  ％
地方譲与税
2 億 9,438 万円
1.1 ％

使用料及び
手数料
1億 1,775 万円
0.4 ％

寄附金
1億 2,434万円
0.5 ％

その他
4 億 6,776 万円
1.7 ％

労働費
2,238 万円
0.1％

消防費
8 億
2,650 万円
3.2％

公債費
19 億
7,144万円
7.6％

議会費
1億
9,451 万円
0.8％

会計区分 歳入決算額 歳出決算額
一般会計 271 億 6,868 万円 259億 2,604 万円

特
別
会
計

国民健康保険 58 億 3,802 万円   57 億 8,704 万円
後期高齢者医療 ６億 3,945 万円 ６億 3,819 万円
介護保険 60 億 8,728 万円 58 億6,964 万円
電気事業 2,329 万円 1,525 万円

一般会計決算額の内訳

1003365

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」 に基づく

健全化判断比率 ・ 資金不足比率

各公営企業の資金不足額の程度を示す指標

　健全化判断比率について、実質赤字額
および連結実質赤字額はありませんでし
た。また、実質公債費比率および将来負担
比率は、早期健全化基準を下回りました。　令和 3 年度決算に基づく本市の状況は次のとおりです。

繰越金
7億 2,412 万円
2.7  ％

※資本的収入額が支出額に対して不足する額は、当年
度分消費税などで補てん

歳入総額
271 億

6,868 万円

地方消費税交付金
11億 7,228 万円
4.3  ％ 歳出総額

259 億
2,604万円

総務費
31億
9,784万円
12.3 ％

民生費
75 億
8,147 万円
29.2％

衛生費
30 億
5,723 万円
11.8％

商工費
25 億
4,685 万円
9.8％

土木費
33 億
1,471 万円
12.8％

農林水産業費
5 億
8,237 万円
2.3％

教育費
25 億
9,199万円
10.0％

災害復旧費
3,875 万円
0.1％

広報ぬまた  2022. 1117


